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である。国立遺伝学研究所、統計数理研
究所、国立情報学研究所といった「独自
の設置目的と歴史的経過を持つ研究所」
が、一つの機構を形成することに対して、
いぶかしく思われたことも事実である。
しかし、その統合は合理的理由によるも
のである。
　情報・システム研究機構の設立理念
は、「生命、環境、情報社会など、21世
紀の人間社会の変容に関わる重要課題の
解決には、従来の学問領域の枠にとらわ
れない研究への取り組みが必要となる。
この機構には、生命、地球、環境、社会
などに関わる複雑な問題を情報とシステ
ムという立場から捉え、実験・観測によ
る大量のデータ生成とデータベースの構
築、情報の抽出とその利用法の開発など
の課題に関して、分野の枠を超えて融合
的に研究すると同時に、新分野の開拓を
図ることを目指すものである（設立趣意
書からの抜粋）」と考えている。この短
い文章のなかで、統合理念のすべてを書
き尽くすことは難しい。しかし、それぞ
れの研究所が独自の目的で設置され、長
い歴史と培われた科学的伝統を有するこ
とを考えれば、共有できる理念の存在そ
のものが出発点として大切であり、それ
をいかに育んでいくかが、機構法人に与
えられた課題であるという共通認識をも
っている。ともあれ、4月1日に機構本部
も設立され、統合理念の基に新たな活動
を開始した。理念に謳うような存在感を
持つ研究機構の基礎を固めるだけでも、
なお数年を要するであろうが、その最初
の歩みは始まったのである。
　共同利用機関の法人化とともに、わが
研究所の教職員組織や研究、事業、業務
を進めていく仕組みも刷新された。研究
所改組計画は法人化の動きが始まる数年
前から構想されていた。改組の直接のき
っかけは、研究所の立川移転計画と関連
している。しかし、その後、研究所を取
り巻く状況が大幅に変化し、改組計画は
研究所の法人化との関連で、新たな視点
から検討していくこととなった。新たな
視点とは、研究所活動に対する外部から
の評価、活動に対する説明責任、研究資
源の効率的活用といった社会的要請にい
かに答えていくかにある。
　改組の眼目として、（1）明確な研究ポ
リシーに基づく研究・観測活動、（2）極
域観測事業の確固とした、また効率的な
経営、（3）研究所に付託された観測業務
の最新かつ高水準での実施および観測デ
ータベースの構築、である。わが研究所
は設立以来、南北両極域観測に大きな成
果を挙げ、また大学院教育においても遜
色の無い貢献を果たしてきたと考えてい
る。さらに共同利用機関としての機能も
十分に果たしてきたと自負している。し
かし、研究所設立以来30年が経過し、共
同利用研究機関としての制度的あるいは
機能的疲労や方向性の齟齬無しとはしな
い。また最近の社会的要請に、十分対応
出来ていない面も存在しよう。改組は
こうした観点を十分踏まえつつ検討さ
れた。
　改組の基本は、教員組織を3つの系、
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巻頭言
大学共同利用機関法人としての
国立極地研究所の発足
　今年4月1日に、国立極地研究所は「大
学共同利用機関法人情報・システム研究
機構」の構成研究所の一つとなった。国
立大学法人法では、共同利用機関である
それぞれの研究所は機構法人が設立した
形となっているが、設置目的、名称等は
文部科学省令で規定され、研究所名は従
来からの国立極地研究所である。省令で
規定される理由は、共同利用機関が大学
における学術研究の発展に資するという
目的で設置されたこと、また各機関はそ
れぞれの学問分野におけるわが国を代表
する中核的学術研究拠点であり、その設
置はわが国の学術政策上で判断されるべ
きことなどが主であり、国立の名称が残
るのはNational Instituteとしての設置目
的、役割を国内のみならず国際的にも示
す必要があるからである。
　国立大学法人化の動きは数年前からは
じまり、暗中模索の状況が長く続いた事
は記憶に新しい。法人化の形や仕組みに
ついては、国立大学協会や文部科学省に
設けられた調査検討委員会等で検討が進
められた。大学等共同利用機関の法人化
についての基本案は、科学技術・学術審
議会学術分科会に設置された特別委員会
での答申結果に基づいている。しかし、
16の共同利用機関を4つの機構法人に再
編する枠組みの決定には、共同利用機関
所長懇談会の十数回に及ぶ検討会議を要
した。
　さまざまな観点からの議論が行われ、
紆余曲折の末、国立極地研究所は先に述
べた研究機構法人の構成機関となったの
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渡　興亞
国立極地研究所所長
すなわち「研究教育系」、「極域情報系」、
「極域観測系」に分け、それぞれが明確
な目的、果たすべき機能を持ち、結果に
対する責任の確立を図り、もって研究所
の設置目的、社会から要請された使命を
果たそうとするものである。それぞれの
系には副所長を配し、完結する責任体制
のもとに、それぞれの研究、教育、業務
を進めていく。研究においては、各自の
自主的な活動は最も基本的な理念であ
り、教育においては後継者の育成が本務
である。こうした理念が基礎科学たる極
域科学の本質的な発展に寄与することを
希求し、また観測業務、観測事業が効率
よく実施され、その結果が共同利用関連
分野の研究者の利益となることが所期の
目的である。こうした研究、観測態勢の
構築は、結果的に、法人化に伴って新た
に課せられた中期計画の目標、計画に対
する実施上の責任、関連して導入が想
定される外部評価に対応する側面も併せ
もつ。
　法人化に伴って、研究所運営、観測事
業の運営の仕組みに大幅な自主運営方式
が導入された。このことは見方を変えれ
ば、単に「法人」という仕組み、「非公
務員型」という表面的変化では理解し難
い劇的な変動ともいえよう。4月から、
大学、共同利用機関法人には運営費交付
金という経費が国から支給され、その資
源をいかに研究活動に有効配分するかは
各機構法人に、現実的には各研究所に委
ねられている。実際には、国側から多く
の制約が課せられ、従来の方式とはさほ
ど変わらないように見えるが、将来は予
測の出来ない展開になることもあり得る
であろう。こうした新たな仕組みに研究
所を構成する教職員が正当に対応するこ
とは容易ではない。起こりつつある事態
の正確な認識には相当な考え方の切り替
えが必要であり、短期間には困難であ
ろう。
　しかし、法人化は既に始まり、日々そ
の対応に追われているというのが実情で
ある。わが研究所では、こうした状況に
対応するために新たないくつかの委員会
を設置した。委員会の内のいくつかは単
なる合議機関ではなく、実施責任を持ち、
予算配分権が付与されている。財務委員
会は機構役員会に対するわが研究所の予
算案の作成に責任を持っている。研究所
活動の社会還元の要請が高まっており、
予算配分権を持つ広報委員会は研究所の
広報ポリシーを一元的に決定し、効果的
な広報活動を行うことになっている。こ
うした委員会は、従来は事務方の仕事と
考えられていた分野である。現在は教職
員が協同して事に当たる仕組みである。
研究ポリシーの構築および研究活動の自
己評価機能をもつ統合研究委員会には共
同利用研究分野の外部委員を含めた構成
となっており、より開かれた共同利用研
究の経営、高い水準の研究活動の実現を
目指している。組織の改革だけで新たな
研究所に生まれ変わるわけではなく、そ
の手段にすぎないが、これからの日々の
経験、教訓を糧に所期の目標を目指して
いきたい。
ネルギーにほぼ比例するので、この分布
は陽子の微分エネルギースペクトルと同
じ傾斜、－2.7、を持つことが予測でき
る。詳しいことは割愛するが、この陽子
のスペクトルを閾値まで外挿した値か
ら、電子の観測量は100GeV以上相当で
約100例であることがわかる。　
現在画像データ解析が進行中であり、
電子選別が終われば、それに対応するイ
ベントの粒子数を用いて、電子のエネル
ギースペクトルが得られる予定である。
この領域の電子観測は、これまでエレ
クトロニクスを用いたものはほとんどな
く、我々がこれまで国内で実施した観測
でも4例が観測されているのみであり、
観測の結果が電子加速源の同定と加速機
構解明のために大いに期待されている。
なお、この実験は南極地域観測事業の
一環として計画されたものであり、第44
次隊・第45次隊によって実施されたもの
である。関係した機関及び多くの人達の
支援に謝意を表する。
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第45次隊における南極周回気球実験
平成15年度PPB観測実験
平成15年度の南極における気球実験
は、成層圏大気の採集回収実験、オゾン
回復期の観測用高高度気球実験と南極周
回気球実験（PPB）が計画されていた。
PPB観測は回収気球実験、オゾン観測高
高度気球実験の後の12月28日より放球体
制に入ったが、地上風が強く年を越した
1月4日に行われた。この日の早朝6時の
地上風は、平均風速10m/sで一時は中止
も考えたが、14時に平均風速が3m/s程
度まで落ちてきた状況の中で放球するこ
とが決定された。PPB気球が放球された
18時57分は地上風4m/sで瞬間風速6m/s
であったが、大変な風の中無事放球作業
を完了した。「手に汗握る放球でした。
宇宙研の気球班を信頼して見守っていま
した」が山岸越冬隊長からの電話での第
一声であった。観測器の動作は全て正常
で、気球は正常に上昇し高度34.6 kmで
水平浮遊に入り、その一定高度を保ちな
がら13日間の観測を実施できた。航跡図
を図1に示す。今回のPPB気球は、気球が
多少低緯度を飛行したため地上日没の
影響を受け、バラストの1日の消費量が
予測量（全重量の2%程度）の約2倍とな
り、放球後11日目でバラストがなくなっ
た。そして、気球の高度変化が激しくな
り、放球時に地上風に揉まれてフィルム
にダメージを与えたこともあって、1月
17日に気球が破壊し観測を終了すること
になった。なお、13日間の飛翔にもかか
わらず、放球時期が遅れ上層風が遅くな
ったため、観測終了位置はまだ南極の周
りを220度周回したところであった。
電子観測データ
気球観測期間中は、極地研究所におい
て24時間体制のシフトをくみ、イリジウ
ム衛星から送られてくるデータをモニタ
ーすると同時に、インターネットで各研
究機関へ配信した。このデータをもとに、
リアルタイムでの観測装置の動作確認
に加えて、トリガーレベルの変更など観
測条件の最適化のためのコマンド操作な
どを行った。この時のモニター画面の例
を図2に示す。この電子観測装置（PPB-
BETS）では、宇宙線シャワーのイメー
ジを約1万本のシンチファイバー（1mm
角の断面）によって観測し、イメージ増
強型CCDカメラによって撮像している。
この画像データは、多くの陽子バックグ
ランドの中から電子を選別し到来方向を
知るために不可欠なものである。
イベントのトリガーは、電子の場合に
はシャワー粒子数の検出器内部での発達
が入射粒子のエネルギーによって決まる
ことを利用している。特に、シャワー粒
子数の最大値は、ほぼエネルギーと比例
関係にありエネルギーのよい目安とな
る。一方、陽子による反応では、必ずし
もこのような関係が成立せず、シャワー
粒子数の検出器内部における発達の様子
も、電子によるシャワーとはかなり異な
る。このような違いは、実際に観測装置
をスイスにある欧州合同素粒子原子核研
究機構（CERN）に移送し、世界最大の
加速器（SPS）のビームを用いたテスト
で詳細に調べた。
図3には、観測期間中に用いた高エネ
ルギーモードのトリガーのうち、標準設
定値である100GeVを閾値としたトリガ
ー条件で観測した、3066イベントについ
てシャワー最大発達点近くでの粒子数の
分布を示す。また、比較のために閾値を
150GeVにあげた（レートを下げた）場
合の1637イベントについて同じ分布を示
す。この図から、各々のエネルギー閾値
におけるトリガーは正確に行われていた
ことがわかる。最大発達での粒子数はエ
ッターに関しては、カッター安全回路を
付加し、カッター信号は一度受信した後、
タイマーがスタートし、その後 40 秒から
50秒の間に再びカッター信号を受信した
場合のみ駆動するように改良した。また、
イリジウム衛星回線を介したメインカッ
ターコマンドを導入した。更に安全性を
考慮して、長時間タイマーを用いてメイ
ンカッターの動作を禁止する方法が付加
された。
飛翔航路逸脱に関しては、気圧計とタ
イマーを組み合わせたスクーブタイマー
方式を採用し、放球後20時間を過ぎて気
球高度が20km以下にある場合は、速や
かに気球を破壊して実験を終了する処置
が施された。南極周回気球実験を行う前
に、静電気放電に対する実証試験を含め
たテスト気球の放球実験が平成15年12月
23日に行われた。その結果、確かに放電
と思われるパルスが検出され不具合を起
こしたコマンドデコーダが反応し、事故
原因の再現性が確認された。改良を施し
た今回使用するレベル型デコーダでは異
常が発生しないことも確認されたので、南
極周回気球実験を実施することになった。
平成15年12月下旬から平成16年1月上旬にかけて、南極昭和基地において南極周回
気球（PPB:Polar Patrol Balloon）の飛翔実験が実施された。南極周回気球のため
に開発された世界で最も高精度な高エネルギー宇宙線観測装置を搭載し、観測データ
の伝送および観測器の制御は全て人工衛星回線を用い、電源は太陽電池を使用、搭載
CPUによるオートレベルコントロール等の先端技術を駆使した実験である。観測は
13日間に渡り行われ、現在得られたデ－タの精密な解析が行われている。今回の実
験の様子を紹介する。
第44次、45次合同南極周回気球実験飛翔結果
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図 1　PPB気球の航跡図 図 2　気球観測期間中のモニター画面の例
再実験の挑戦
今回の宇宙線観測器は、昨年度第 44
次隊によって放球実験が行われたが、気
球の放球と同時にメインカッターが作動
し、地上に残されたものである。また、
他の 2機の南極周回気球が南極海からパ
タゴニア地方へ飛翔し、関係各位には大
変ご心配をおかけする結果となった。こ
の 2つの不具合を検討および解決するた
めに、PPB事故調査委員会（委員長／森
岡　昭教授）、危機管理委員会（委員
長／福地光男教授）でご議論を頂き、こ
の様な不具合を起こさないための方策が
検討された。
メインカッターの作動事故に関して
は、持ち帰った観測器について、（1）観
測器内部の電磁雑音によるコマンド受信
装置の誤動作、（2）強力な外来電波によ
る電磁波によりコマンド受信装置の誤動
作、（3）静電気放電によるコマンド受信
装置への影響、を詳細に調べた。その結
果、コマンドデコーダに使用していたワ
ンショット・マルチバイブレータが静電
気放電による大電流パルスに反応して最
終リレーを駆動することが判明した。
この事故原因となった箇所の改良と、
実験実施方法の改善をすることで、平成
15 年度南極周回気球の再実験が認めら
れた。
改善点とテストフライト
コマンドデコーダとして、静電気放電
試験を行って誤動作が起こらないことを
確認したものを使用した。特にメインカ
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図3　電子100GeVと150GeV相当の
エネルギー閾値を設けた場合の粒子数の分布。
各々のエネルギーに相当する箇所で、正確にトリガ
ーされていることがわかる。陽子のエネルギースペ
クトルがE-2.7の場合に相当する分布の傾きが比較の
ため示されている。
江尻全機 山上隆正 鳥居祥二
江尻全機 国立極地研究所・副所長　　山上隆正 宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究本部・教授
鳥居祥二 神奈川大学工学部・教授
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第44次越冬隊の特徴は、ドームふじ観
測拠点での越冬と、NHKがハイビジョ
ン放送センターを建設し、ともに越冬し
て放送を出し続けたことである。ドーム
越冬は38次隊以来6年ぶり、4回目であっ
た。ドームでは8人が越冬し、昭和基地
ではオブザーバー4人を含め36人という
体制であった。
オングル海峡が海に
第44次隊では、海氷状況も気象も特異
な1年であった。2002年12月後半からす
でにパドルの発達が著しく、そのため氷
上輸送のルートも氷山を迂回するような
ルートしか取りようがなかった。また、
滑走路までの誘導路にも多くのパドルが
成長しだしたため、1月6日にピラタス機
の慣熟飛行を行ったのみで、5月後半ま
で航空機の運用ができなかった。
オングル海峡は、2月19日には半分か
ら大陸よりが三つ岩付近まで海となり、
3月に入って岩島と見晴らし岩を結ぶ線
まで広がった。4月末まで凍ったり、ま
た流れて海になることを繰り返した。そ
極地研 TOPICS
異常な自然環境の1年
─第44次隊越冬報告
の後、落ち着いて順調に海氷が成長する
ように見えたが、7月31日から吹き荒れ
た強いA級ブリザードで、再びオングル
海峡は海となった。8月13日のB級ブリ
ザードでは、向岩から南が再び海となっ
た。極夜明けになってオングル海峡が開
いたのは、第1次隊が越冬を開始して以
来、初めてのことであった。おそらく50
年に一度、100年に一度のことが起こっ
たものと思われる。
その後は海氷が成長したが、最も厚く
なった10月後半でも70cmにしかならな
かった。これは例年の1年氷の半分の厚
さにすぎない。このため、ラングホブデ
など南の露岩へのルート工作は、9月25
日過ぎになってようやくできるようにな
り、ラングホブデ雪鳥小屋までたどり着
けたのは10月1日であった。
70cmにしかならなかった海氷は、雪
に覆われない裸氷であったことも手伝っ
て、12月はじめにはパドルが発達し始め
て、南への行動は12月1日の袋浦、みず
くぐり岩へのペンギンセンサスが最後と
なった。第45次隊を乗せた「しらせ」は、
12月16日には弁天島付近まで来ており、
17日には第1便が飛んだ。そして21日に
は、何と管理棟から1kmを切る点に接岸
した。この間、「しらせ」は一度もチャ
ージングをすることがなく、結局第45次
行動ではチャージング0回という記録を
作った。0回というのは過去に2回あった
だけということである。
このことも、海氷の薄さを物語ってい
る。オングル海峡は、1月1日には大陸側
半分が再び海となり、3日には東オング
ル島まで広がった。そして、30日には北
の浦の半分から北が流出するに及んだ。
特異な気象状況
気象も異常と言ってよい1年であった。
まず、平均気温は－9.0℃で、史上2番目
に温かい記録である。平年より1.5℃も
高く、しかも月平均気温は一度も平年を
下回ることがなかった。雲量も多く、雪
日数は史上最多であった。
しかし、ブリザードの回数は15回と少
ないほうから4番目の記録であった。平
年の記録は27回であるので、半分近い回
数である。A級、B級はそれぞれ4回、8
回と例年とそれほど変わりなく、3回だ
ったC級が少なかったことが全体の数を
押し下げている。極夜明け後は、10月以
降ブリザードはなく、このことも9月以
降記録しなかった29次隊に次ぐ記録で
ある。
これまでの記録を見ると、20回未満は
10次、21次、25次、28次、29次、42次、
そして44次の7回しかない。この分布を
見ると、まだ40次代の前半ではあるが、
10次、30次代は多く、20次、40次代には
少ないという周期性を感じなくもない。
こうしてみると、特異な自然条件を経
験できたことを実感するとともに、1回
の越冬で経験できるのは南極のほんの一
面でしかないということを痛感した。
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小島秀康
第 44次南極観測隊越冬隊長
研究教育系・地圏研究グループ・教授
昭和基地に最も近く接岸した「しらせ」。オングル海峡の海氷が薄くなっているのがわかる。
接岸と氷上輸送
昨年の8月に昭和基地周辺の海氷が流
され、第45次隊の夏期行動中に氷上輸送
ができるかどうかは出発前の大きな心配
事であった。氷上輸送はヘリコプターに
搭載できない大型重量物を運ぶ作業であ
り、不可能な場合は夏期、越冬期のすべ
ての観測､作業に大きく影響が出ること
は必至である。南極では海氷は厚過ぎて
も､薄過ぎてもよくないのである。氷縁
に入ってからも、チャージングなしの薄
い氷と青い海を泳ぐような「しらせ」の
航行を見て、氷上輸送は無理だろうと誰
もが思っていた。しかし、海底の深度を
気にしながら、じりじりと基地に迫り、
わずかに残っていた多年氷にたどり着け
たことは奇跡としか言いようがない。
12月21日、「しらせ」は見晴らし岩沖
から500m付近に着岸した。夜間を徹し
た隊員、乗員の必死の努力で、10日間に
わたる貨油輸送、氷上輸送を実施した。
氷上輸送は距離が近いこともあって、予
定を超えるほどの輸送実績が上がった。
実は、これには危機一髪の状況をはらん
でいた。氷上輸送終了も間近の正月にか
けての強風で、オングル海峡の海氷は全
面水開きになり、「しらせ」の船尾ま
で大海原と変貌していった。氷上輸送の
最中にこんな海氷の状況は前代未聞であ
る。まさしく薄氷を踏む思いで氷上輸送
を終えるや否や、「しらせ」は他の多年
氷を求めて移動し､ヘリコプターによる
本格空輸体制に入った。持ち込んだ輸送
の総重量は、1107.2t（燃料は492.6t）に
達した。1月17日には持ち帰り物資の空
輸を開始し、総重量320tを輸送し、その
うち廃棄物は150tであった。
観測の成果
第45次観測隊は、多くの観測の成果を
もたらした。主要な基地観測であるクラ
薄氷を踏む思いで
─第45次隊夏期行動
イオジェニックサンプラーによる回収気
球実験では、10～30kmの成層圏の大気
を採集し、2基とも海氷に落下させるこ
とができ、ヘリコプターによるサンプラ
ー回収に成功した。また、高々度気球に
よるオゾンゾンデ観測もすべて放球に成
功した。これらの観測は、地球大気の温
暖化やオゾンホールのメカニズムを解明
するために貢献した。さらに南極周回気
球（PPB）の放球実験にも成功し、13日
間の宇宙線観測を実施し､世界でも例の
ない高精度のデータが取得された。
地上観測においては、地学分野は連続
57日間の記録的な野外調査、観測を実施
し､過去10万年までの氷河地形調査、試
料の採取に成功した。昭和基地における
超伝導重力計観測､絶対重力観測も予定
通りの計画が実施された。生物学分野で
は、湖沼の潜水観測を実施し、未知であ
った湖底植物の生態がクローズアップさ
れた。本誌No.169号に掲載されているよ
うに、雪氷学分野のドームふじ観測拠点
における第Ⅱ期深層掘削計画には、航空
機オペレーションがあった。外国隊と絶
え間のない連絡をしつつの難しいオペレ
ーションであったが､予定の日程をすべ
て実施することができた。
一方､往復の「しらせ」航行中、海洋
物理・化学の定常観測、気水圏、地学、
生物分野のモニタリングなどがほぼ予定
どおりに実施できた。第45次隊で、「し
らせ」は就役してから21回目になり、今
日ではすでに老朽化が問題沙汰になって
きているが、今次隊も長期的な変動を見
るうえで欠かせない重要な海洋観測を担
った。
基地設営作業
45次観測隊の基地設営作業は、インテ
ルサットアンテナの建設、エアロゾル観
測小屋の建設、観測棟の外壁・屋根改修、
神田啓史
第 45次南極観測隊長／
研究教育系・生物圏研究グループ・教授
昭和基地に接近する「しらせ」の船首に
氷の亀裂が走る
海氷が開いた昭和基地と
インテルサットアンテナのレドーム（中央手前）
300kVA発電機のオーバーホール、燃料
送油管建設などであった。幸いにして天
候もよく､ほぼ予定通り作業が終了した。
なかでも最大の基地作業は、直径7mの
パラボラアンテナ、直径11mのレドーム、
通信機器収納用シェルターの建設であっ
た。2月12日には、完成したインテルサ
ットアンテナを通して極地研究所とのテ
レビ会議に成功した。これまでの通信状
況とは質、量とも大きく変わり、家族と
の通信システムの向上、遠隔医療など、
安全面への大きな寄与が期待される。
第45次南極観測隊の夏期行動を終える
にあたって、ご支援、ご協力をいただい
た「しらせ」原口艦長他乗員、献身的な
サポートをいただいた第44次小島秀康越
冬隊長他越冬隊員、さらには、留守中、
観測､作業を見守り､ご支援いただいた日
本南極地域観測統合推進本部､国立極地
研究所に心から感謝を申し上げる。
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一方、基地には立派な滑走路と港があ
り、小型機が頻繁に離発着を繰り返して、
人と物の搬送を行っていました。私が滞
在した約一か月の間に、英国の観測船2
隻、米国の観測船と観光船が寄港し、活
動していました。海外との交流も活発な
ようです。
人々
この時期、基地は100人以上の隊員で
あふれかえっていました。その半数は大
工の人達で、1年前に火事で焼失した実
験棟を急ピッチで作っていました。隊員
の多くは臨時で雇われており、公募で採
用されています。南極での経験はキャリ
アアップにつながるので人気があるそう
です。海外からの科学者は私を含め十数
人が滞在しており、ロデラを基点に、各
地でキャンプをしていました。人の出入
りは頻繁で、飛行機と同様、約10日に一
度の頻度で、去る人と来る人が行き交っ
ていました。
研究
基地内では、米国との共同研究で、ラ
イダーによる大気温度観測が行われてい
ました。リーダーの中国人女性科学者と
若手の英国人科学者数人は、装置設置の
ために日夜格闘していました。フィール
ドでの観測も活発で、基地周辺の海では
海洋生物研究者が毎日ダイビングをし、
基地の外では1か月以上のキャンプによ
る雪氷コアの掘削、微生物・動植物の採
集観測等が、いくつかの地点で行われて
いました。基地近辺ではゴムボートが、
離れた場所では飛行機が使われ、一番忙
しいのはパイロットとフィールドアシス
タントのようでした。
生活
頻繁にあったのはパーティーです。日
曜の夕方は、皆正装してのディナーです。
これ以外にも、クリスマス、ニューイヤ
ー、さらにゲストが訪れると必ずパーテ
ィーが開かれ、英国らしくロックバンド
の演奏で朝まで踊り狂っていました。
基地の横はスキー場になっていて、仕
事がないときにはここで遊べます。5km
上ると小屋があり、週末はキャンプをす
ることもできます。3枚目の写真は、寒
中水泳大会の様子です。寒中水泳は世界
共通の行事なのでしょうか。ただし、こ
こでは水温2℃。一つ間違えると命にも
影響がありそうです。
08
極地研 TOPICS
ロデラ基地
─英国
2003年のはじめに、南極周回気球実験
が行なわれました。気球に積まれた観測
機器から送られるテレメトリーデータを
受信するため、私は英国ロデラ基地へ行
ってきました。
ロデラ基地へ
ロデラ基地へは、英国本土から飛行機
を利用して行くことができます。私は
オックスフォードの郊外にある軍の基地
「ブライズ・ノートン空港」から英国空
軍機で出発しました。南へ飛ぶこと7時
間、大西洋の南の楽園「アセンション島」
に到着します。ここにもやはり軍の基地
があり、「運良く悪天候」だとバカンス
を過ごせるそうですが、今回は1時間ほ
どの給油後に出発。さらに南へ10時間、
フォークランド島へたどり着きます。他
に、商用の飛行機を利用したチリ経由の
ルートもあり、気ままな旅を楽しみたい
隊員はこちらを利用しているようです。
ここから、BAS（British Antarctic 
Survey）の専用機で約5時間の道のりを
ロデラ基地に向かいます。ロンドンから
はるか1万3000km以上の旅ですが、一度
も英国から出ることなく到着することが
できます。フォークランドからロデラ基
地は、夏季には平均して10日に一度は飛
行機が往復しているようで、ここははる
か遠くにある極寒の荒野ではなく、「時
間と手間を少しかければ行ける観測所」
という印象を受けました。
ロデラ基地
ロデラ基地は、南極半島のほぼ半分く
らいのところに位置する南緯68度、西経
68度のアデレード島にあります。三方を
海で囲まれた景色のよいところで、海辺
にはアザラシ、ペンギン、鳥類が多く、
目を凝らして海をみると鯨のジャンプに
も出会うことができます。
不安定な沿岸定着氷
2003年8月初旬、昭和基地の東のオン
グル海峡に開水面が現れた。7月末に吹
き荒れたブリザードが定着氷の崩壊を誘
発したと推測される。この頃、リュツ
ォ・ホルム湾では広域にわたって流出し
ていたことが衛星画像でわかる（図1）。
海氷流出は空間規模や継続期間の違い
はあるが、これまで幾度も観測されてお
り、大半が秋季に流出し始めている。秋
は海氷成長期である一方、冬に広く張り
出していた沖合流氷帯が縮小し、また北
東風が強い時期である。その結果、外洋
からのうねりが湾内に進入しやすくな
り、定着氷を崩壊させると考えられる。
しかし、今回の事例から、沿岸定着氷は
厳冬期でさえも不安定な状態にあること
が改めて示された。
衛星画像や観測隊報告をもとに、リュ
ツォ・ホルム湾の海氷流出の発生有無を
過去25年間について調べたところ、安定
な年が続く時期と、流出する年が続く不
安定な時期とで明瞭に区分された。1980
年代末から1990年代半ばは比較的安定で
あったが、他の年には流出が認められ、
その数は少なくとも計16年に達した。ま
た、近年は北の浦（東オングル島の北）
の氷上積雪が少なく、パドル（融解期の
氷上の水溜り）の発達が顕著である。昨
年から不安定な氷状が続いていた今秋
も、オングル海峡で海氷が割れた（写真1）。
基地周辺では、「しらせ」からの物資
輸送や越冬中の海氷上行動も困難な状況
に置かれている。リュツォ・ホルム湾の
このような氷状変化は局地的な現象か、
それとも広域にわたる大規模な大気・海
洋環境の変化が沿岸海氷に反映されたも
のか？　まずは実態を把握することが急
務である。
「しらせ」航海記録から氷状変化を読む
リュツォ・ホルム湾の海氷に関して
は、これまで系統的な現地観測が少なく、
氷厚や積雪深の年々変化を議論すること
は難しい。そこで、「しらせ」の氷海航
行データから氷状変化を推定してみた。
1983年の就航以来、同湾周辺で毎年ほぼ
同じ時期、同じ海域を航海する「しらせ」
は、海氷モニタリングの恰好のプラット
フォームと言える。
航路上の氷厚や積雪深の大小は、砕氷
航行の難易度に反映すると考えられる。
その指標の一つとしてチャージング注）
による進出距離に着目した。チャージン
グ1回当たりの進出距離を、各年について
プロットした（図2）。進出距離が伸びなか
った1990年代の前・中期に対して、1980
年代半ば及び最近は長い傾向にある。こ
の進出距離の違いは、海氷流出の有無
や海氷上積雪の増減とも符合している。
多量の積雪は定着氷の安定性を増し、
砕氷航行を困難にするが、1997年以降繰
り返されている広域の海氷流出は、最近
の氷海航行を比較的円滑にしたと解釈さ
れる。
沿岸海氷監視の重要性
海氷の発達・融解過程の解明は、極
域海洋学をはじめ、地球科学の重要な研
究課題である。海氷域の広がりは衛星観
測で可能だが、氷厚や積雪深の把握には
現地観測データの蓄積が不可欠である。
「しらせ」でも航路上の氷厚連続計測が
42次隊から開始された（本誌No.169「極
地豆事典」参照）。
海氷の研究観測で得られる知見は、砕
氷船の航海計画や氷上作業の安全確保な
ど、南極観測の支援にも有益である。現
地調査と衛星観測を進めるとともに、既
存データの解析から氷状変化を解き明か
し、現地モニタリングの着眼点も明確に
することが必要である。
海氷調査は、豪モーソン基地・デイ
ビス基地でも1950年代から実施されてい
る。昭和基地との共同解析や、今後の国
際共同観測の実施に向けて検討を開始し
た。沿岸海氷の監視から南極域の変化を
捉えることも期待される。
（注）チャージング
連続砕氷できない時、後進をかけて助走路を確保してから
加速前進する砕氷航行で、大きい速力と氷盤に乗り上げた
船の重量で砕氷する。ラミングとも言う。
牛尾収輝
研究教育系・
気水圏研究グループ・助手
流出が続くリュツォ・ホルム湾の海氷
──過去25年の氷状変化を追う
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図1　2003年8月3日のNOAA衛星赤外画像。（第
44次隊受信、極域情報基盤センター提供）
ロデラ基地の全景。管制塔のあるところが本館。
手前は滑走路。
キャンプ場。基地に到着すると、
すぐに訓練としてキャンプをする。
寒中水泳。水温 2℃。
写真1　2004年3月19日、昭和基地周辺の氷状。見晴
らし岩から岩島、オングル海峡を望む。（第45次隊撮影）
図2　「しらせ」チャージング時の進出距離（赤）
と、北の浦積雪深増加の最大値（青）の年々変化。
1回当たりの進出距離の日平均値で、1984、1987、
2003年はチャージングなし。緑色の帯は海氷の流
出年を示す。 
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ワークショップ
WORK  SHOP
南極昭和基地大型
大気レーダーを用いた
極域大気科学の可能性
標記の研究会を極地研にて、1月8日に
開催した。極地研の研究者を中心に、所
外の研究者も含めて進めている昭和基地
大型大気レーダー計画について議論を行
なった。まず、レーダー建設のために解
決するべき低消費電力化や建設作業軽減
などについて、これまでの検討結果が報
告された。続いて、対流圏から熱圏に至
る広い高度領域における研究課題の発表
がなされた。特に対流圏の研究において
は、水平方向に広く情報の得られるタイ
プの気象レーダーの併用が学術的に必要
な事が議論された。今後は、より具体的
に国際的な観測研究拠点としての組織作
りを検討するとともに、建設のための現
地調査や予備実験などを継続して、計画
の実現を目指して行く必要がある。参加
者は22名（所内8名、所外14名）であった。
（堤雅基：研究教育系・宙空圏研究グループ・助手）
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EISCATレ－ダ－プロジェクトの
将来展望に関する研究小集会
標記研究小集会は、1月13日及び14日
に国立極地研究所にて開催された。北欧
におけるEISCATレーダーを中心とした
超高層電磁圏研究の国際共同研究である
同プロジェクトは2006年12月に協定の更
改を迎えるが、計画継続にあたり、科学
的rationaleを今一度明確にしておく事が
不可欠である。本集会では、国内共同利
用研究者から、最近のEISCAT研究成果
や今後計画されている実験観測、提案等
を中心に、「トロムソにおけるオーロラ
光学観測とEISCATレーダの同時観測」、
「北極域中間圏で観測された大気潮汐
波」、「2003年11月EISCAT ロングラン」、
「EISCATを用いた木星電波観測」、
「O+732nm発光とイオン上昇流－ESR・
光学同時観測－」、「北欧冬季雷に起因す
るスプライト検出の試み」や最近極地研
が設置したトロムソ流星レーダー等に関
する「EISCATトロムソの新しい極地研
観測プラットフォーム」などの講演を得、
各々熱心な議論がなされた。次いで、ト
ロムソ大 Brekke教授による「Views on 
the EISCAT future」、EISCAT科学諮
問委員の小川名大教授による「EISCAT
将来計画への提言－EISCAT科学諮問委
員会報告－」、荒木京大名誉教授による
EISCAT観測が地球電磁気学にとって大
変重要であるとのコメントなど、今後の
EISCAT共同研究を展望する講演がなさ
れた。参加者は18名（所内7名、所外11
名）であった。
（麻生武彦；国立極地研究所副所長）
イオンプローブを用いた
惑星物質科学の
新たな展開（IV）
1月29日に標記の研究小集会が、国立
極地研究所講義室にて開催された。同テ
ーマで開催されるのは今回で4回目であ
り、講演数は10件、参加者数は所内外を
合わせて23名であった。
講演では、二次イオン化率に影響を及
ぼすマトリックス効果、マルチコレクタ
ーによる同位体比分析、標準ジルコンの
分離といった測定原理・方法に関する話
題から、イオンプローブを希土類元素の
定量分析、酸素同位体組成分析、U-Pb
やMn-Cr同位体系年代測定などに適用し
た結果が報告された。また、研究対象と
しては、地球産の岩石・鉱物からコンド
南極海氷域の
衛星データ検証観測
2003年冬季、ベリングスハウゼン海と
ウィルクスランド沖において、衛星─航
空機─砕氷船同期観測を実施した。この
国際共同観測で得たデータの解析に関す
る研究集会を、1月15日に開催した。
近年、海氷研究への衛星情報の活用が、
ますます重要となっている。観測経過、
利用可能なデータ、解析現況と問題点の
発表に続き、海外チームとの共同研究を
含めた今後の方針について議論した。電
磁誘導法による氷厚計測の有効性、薄
氷・疎氷域の密接度の評価、データ比較
時の位置合せなど、観測と成果発表の要
点が明確にされた。また、オホーツク海
と連携した海氷研究、「しらせ」や後継
船によるリュツォ・ホルム湾周辺の海氷
観測の今後についても意見交換した。
（牛尾収輝：研究教育系・気水圏研究グループ・助手）
ユーラシア（超）大陸の
構造と形成に関する
ワークショップ
2月23日、管理棟6階講堂にて開催し、
参加者は所内外計29名であった。地球の
進化を考える上で、かつての超大陸の
離散集合の歴史を紐解き、将来の予測を
することは重要である。ユーラシア大陸
は、アジアを核にインド・ヨーロッパ亜大陸
など複数地塊の集合により現在世界最大
の面積を占め、数億年先には、将来の超大
陸を形成すると予想されている。
本研究会では、ユーラシア大陸の形成
過程と地殻～上部マントルの構造・ダイ
ナミクスに関して、これまでの地球科学
的諸成果の発表を目的とした。前半は、
大陸-大陸衝突帯の典型であるヒマラヤ-
チベット域の形成過程解明のための基盤
構造や地殻深部構造の研究発表、個別
要素法シミュレーションなどの発表があ
り、大陸衝突に伴うユーラシアの内部変
大陸地殻の形成と
進化に関する研究小集会
標記研究小集会は、スカーレン地域の
地質図幅改訂に向けての実質的なワーク
ショップとして2月6日に開催された。地
質図とは、岩石の分布状態を地形図の上
に表したものであり、地質学の研究にと
っては、最も基本となる情報の一つである。
日本隊は、第1次隊から昭和基地付近
の露岩や内陸のやまと山脈、ベルジカ山
脈、セールロンダーネ山地の地質図作成
を、南極観測の中の大きな柱にすえて調
査活動を行い、ほぼ全域の地質図を完成
させた。しかし、観測初期に刊行された
地質図については、その後の室内研究で
新たに発見された情報や精度の高い分析
データを盛り込んで、よりup to dateな
内容に改訂する必要に迫られている。
今年度はその一環として、1976年に刊
行されたスカーレンの地質図の改訂版を
発行することとし、主に第39次、44次観
測の成果を中心に、新しい地質構造の解
析、岩石記載、岩石化学組成、年代など
の成果を盛り込んで、1万分の1スケール
での地質図の編纂と図幅説明書の内容編
集を行った。
（本吉洋一：研究教育系・地圏研究グループ・教授）
形について斬新な成果が紹介された。
後半は、将来の超大陸形成のフロンテ
ィアとして、西大平洋三角地帯直下の上
部マントルへの吸水機構の詳しい地質学
的考察がなされた。また、汎地球～局所
的な地震波トモグラフィーにより、中国
域やオホーツク海域での地殻・マントル
構造と地震・火山活動の関連が発表され
た。最後に、シベリアクラトン～バイカ
ルリフトの地殻深部構造と広帯域地震観
測について紹介があった。総合討論では、
超大陸の形成と分裂様式に関連して、地
球深部のコア・マントル境界におけるプル
ーム形成メカニズムと上部マントルへの
伝導機構について活発な議論がなされた。
（金尾政紀：研究教育系・地圏研究グループ・助手）
EISCAT/SuperDARN
レーダー研究集会
─データ利用と解析のチュー トリアル
3月15日、16日の2日間にわたり、標記
の研究集会を開催した（参加者：所外29
名、所内7名）。
EISCAT（欧州非干渉性散乱）レーダ
ーならびにSuperDARN（大型短波レー
ダーネットワーク）は、電離圏プラズマ
の状態やその運動を地上から連続的に探
査するもので、ともに極地研が中核的な
役割を担う宙空圏グループのコアプロジ
ェクトである。そのデータ利用に関心を
持つ全国の研究者・大学院生を対象に、
実習を含むチュートリアルレクチャ （ー計
7講）を通じて、EISCATやSuperDARN
データを用いた共同研究の一層の促進を
図ることを目的として開催した。
会場の6階講堂に36名分のLAN環境を
臨時に構築し、データ解析ソフトがマル
チユーザーで動く実習用ローカルサーバ
システム2式を設置した。参加者が持参
したノートPC上でデータ解析ソフトを
動かすことにより、データ処理の実際を
各自が体験し、理解を深めてもらった。
ネットワーク利用型の研究会は今回が
初めてであり、会場のLAN環境構築に時
間を要したが、予想以上に多くの参加者
を得て、盛況な研究集会となった。大学
院生や若い研究者に対するEISCAT/
SuperDARNデータの利用促進の一助とな
ったものと考えている。今後の共同研究
の発展が期待される。
（宮岡宏：研究教育系・宙空圏研究グループ・助教授）
日中設営シンポジウム（上海）
上海の中国極地研究中心において、3
月1～2日の2日間、設営シンポジウムを
開催した。日本の極地研究所から寺岡事
業部長、石沢環境影響企画室長、吉田観
測協力室専門職員、大塚事業課業務係長
の4人が参加した。中国側からは、北京
の国家海洋局の設営担当部長ら2人と青
島の海洋研究所の技師も加わり、中国極
地研究中心の職員が大勢参加し、約40人
の会合となった。
観測隊の推進体制・組織、輸送・航空、
基地設備、環境保全、内陸旅行、将来計
画について、両国の担当者より発表があ
り、活発な質疑応答がなされた。その後、
“南極観測隊の運営”と“両国の設営に関
する交流”をテーマに討論会を行った。
中国の南極観測は研究観測を除いた設営
関係の費用が5億2800万円と少ないにも
関わらず、観測船雪龍号（Xue Long）
を有効に使い、越冬基地2ヵ所を運営し
ていること、中国側の設営関係者が意欲
的であったことが印象に残った。        
（石沢賢二：事業部付）
ライト隕石母天体、火星に及ぶ幅広いも
のであり、活発な議論がなされた。
（海田博司：研究教育系・地圏研究グループ・助手）
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国立極地研究所は、3月8日から12日ま
での5日間にわたり、長野県安曇村の乗
鞍岳山麓において、冬期総合訓練を実施
した。
訓練は、講義、実技と盛りだくさんの
プログラムが組まれ、深い積雪の中、地
図と磁石・歩測を頼りに目的地に到達す
るルート工作訓練、負傷者搬送の実技
や氷点下の雪原で野営するサバイバル訓
練、歩くスキーや滑落停止などの技術を
身につける雪上訓練など、初めて経験す
る事も多く、南極での非常時を想定した
訓練だけに、どの候補者も真剣に取り組
む姿が見られた。
今年は、暖冬を反映してか野外訓練中
昭和基地から
1月、2月、3月と曇りがちの日が多く、
気温は比較的高く推移した。1月1日には
7年ぶりに雨を記録した。また、低気圧の
影響で風が強く吹くことはあったが、
視程は落ちずブリザード基準に達するこ
とはなく、10月から引き続いて3月まで
ブリザードは訪れていない。
海氷については、1月には北の浦の半
分が流れて海になっていたが、3月下旬、
オングル島の周りでは凍結が進み、オン
グル海峡の大陸側を除き、見渡すかぎり
の範囲で海氷の凍結が認められた。
2月1日に、基地の運営が44次隊から45
次隊へ引き継がれた。また、2月20日に
は、越冬成立式と福島紳隊員の慰霊祭を
行い、志し新たに越冬の成就を祈念した。
2月6日には、ノボラザレフスカヤ基地
からドイツ隊のドルニエ機がS17に着陸
し、ドーム航空隊の4名を乗せて、同基
地へ帰って行った。
観測・設営はともに順調に経過してい
る。インテルサット通信システムも順調
に稼働し、インターネットの利用やテレ
ビ会議システムを利用して「南極教室」
を開催したりと、大いに役立っている。
生活面では、互いの仕事を理解する意
第46次南極地域観測隊の
冬期総合訓練を実施 インテルサット衛星回線による
昭和基地─極地研間専用線開通
第45次隊が建設を進めていたインテル
サット衛星設備は、2004年2月26日に総
合試験を順調に終了し、試験運用を開始
した。昭和基地では電話回線4回線とイ
ンターネットが使用可能となり、隊員が
家族との電話をする際に利用可能になる
とともに、基地内LANを介して国内同
様にWEBを閲覧することも24時間可能
になった。インターネットプロトコルを
使用したテレビ会議システムも同時に稼
動を始め、極地研をはじめとして、国内
の講演会等で利用可能となった。昭和基
地において得られた観測データも24時間
国内に伝送可能になり、今後国際的な共
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昭和基地月別気象状況 
雪上における負傷者の搬送訓練
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内藤靖彦企画調整官が3月31日付けをもって退官された。それに先立ち3月25日、極
地研究所の講堂において退官記念講演が開催された。内藤企画調整官は昭和53年に極
地研の助教授として赴任して以来、長年にわたって文字通り南極と共に過ごしてきた。
日本南極観測隊においては副隊長と隊長を歴任し、企画調整官となられてからは観測
事業に関する国内外の対応等に奔走され、日本の南極観測に多大な貢献をされた。一
方で、海産大型動物の生態学を専門とし、研究と教育においても活躍されてきた。講
演の後半は、自らの研究の軌跡を紹介するものであった。
内藤企画調整官は25年ほど前から、直接観測することが困難な海中における動物の
行動を記録するため、動物装着型行動記録計の開発に取り組まれてきた。初めはゼン
マイ仕掛けで空中重量が1kgを超えるような大型の水深記録計を開発され、対象とな
る動物は大型のアザラシやウミガメに限られていた。しかしその後、開発を重ねられ
た結果、現在では十数g程度まで小型・軽量化し、水深だけでなく、速度、加速度、
地磁気、画像等、数多くのパラメーターを記録することが可能となった。マイクロデ
ータロガーとよばれるこの記録計は、国際的にみても、そのサイズ、精度、性能で抜
きんでている。その結果、研究対象となる動物は、ペンギン、カツオドリなどの鳥類、
シロサケ、ヒラメなどの魚類にまで広がり、その行動、生理、生態、さらに動物をと
りまく環境までが研究対象となるようになった。この間、数多くの国内外の共同研究
者と多くの研究成果を生みだされ、また数多くの特別共同研究員（受託学生）や総研
大の学生を教育指導、優秀な若手研究者を世に送り出されてきた。これらのデータロ
ガーを用いた研究は今や「バイオロギング研究」として国際的に認知される研究領域
に発展した。退官後も研究に対する意欲は一向に衰えることなく、むしろ一研究者と
して存分に研究活動を展開される予定らしい。
（加藤明子：研究教育系・生物圏研究グループ・助手）
4月17日（土）に、極地研究所講堂において公開講演会「白い大陸からのメッセー
ジ」（総合研究大学院大学共催）が開催されました。この催しは、科学技術週間に呼
応したもので、南極観測や極地研の研究活動の成果を社会へ広く還元するとともに、
地域との交流を目的としたもので、子供からお年寄りまで、およそ100名の参加があ
りました。今年から導入されたインテルサット衛星を利用したＴＶ会議システムを利
用し、板橋区立金沢小学校の児童代表と越冬隊との交流や、現地の画像を利用しての
授業、3月に帰国した橋田第44次越冬隊員による講演、記録映画の上映、展示資料の
見学会を催し、大好評を得ることができました。
内藤企画調整官退官記念講演
「南極と共に過ごした月日を
振り返って」
恒例のオーロラ会が、2月19日（木）18時より講堂において、2年ぶりに開催された。
この会は事務系職員と元職員との交流を図り、国立極地研究所の発展と会員相互の親
睦に寄与することを目的に開催されてきており、今回はOBと現事務系職員の50名が
参加された。はじめに大平会長の挨拶、大川元管理部長の乾杯の発声により懇談が行
われ、北原管理部長から本研究所の現状および齋藤事業課長から南極地域観測事業の
現況について、それぞれ報告があった。また、インテルサットによる昭和基地との交
信も行われ、終始和やかな雰囲気で成功裏に閉会した。
                                                                             （稲田敏行：総務課専門員）
講演と映画の会
「白い大陸からのメッセージ」開催
オーロラ会開催
同研究に活用さる
ことが期待されて
いる。
味で教養係により職場訪問が行われたほ
か、居住棟対抗でバレーボール大会など
も行われ、休日も忙しい日々を過ごして
いる。
に雨に見舞われ、日程の一部変更を余儀
なくされたものの、所定の内容は全て消
化することができた。
辞職
北原 勇     管理部長
●平成16年4月1日付け
転出
星 賢二     筑波大学附属
               坂戸高等学校事務係長
               （管理部総務課学術振興係長）
吾郷科男   東京大学医学部附属病院
               管理課整備企画係長
               （管理部会計課専門職員）
田中光次   東京大学工学系・
               情報理工学系等経理課主査
               （管理部会計課施設係長）
桑田 悟     情報・システム研究機構財務課長
               （管理部会計課長）
逸見一葉   情報・システム研究機構
               総務課研究協力・大学院係長
               （管理部庶務課庶務係長）
河本裕文   情報・システム研究機構財務課経理係長
               （管理部会計課経理係長）
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　船の科学館は、「海事科学知識の普及啓蒙」、つまり海や船の
ことを一般の方々に知っていただくことを目的として、昭和49
（1974）年7月20日に開館し、本年で30周年を迎えます。
　施設としては、約6万トンの大型客船の外観を模した本館展示
場、初代南極観測船として活躍した「宗谷」、青函連絡船で現在
フローティングパビリオンになっている「羊蹄丸」などがあり、
日本最大の海と船の総合博物館です。
　なかでも、極地に関する展示として最も自慢できるのが、初代
南極観測船「宗谷」の実船展示でしょう。今から50年程前、わ
が国初の南極観測事業を、苦難の航海の末に奇跡的な成功に導い
た名船です。その活躍ぶりは、NHKの「プロジェクトX」でも紹
介されました。
　船内はできるだけ南極観測船時代を再現し、当時の衣類や備品
･南極の氷なども展示、第1次南極観測の貴重なカラーの記録映
像にはカラフト犬のタロ、ジロの姿も映っています。
　その他、本館展示場には、わが国初の白瀬南極探検隊が用いた
「開南丸」、「宗谷」に続く第2代南極観測船「ふじ」、第3代
南極観測船「しらせ」の模型なども展示されています。
（学芸部教育普及課・飯沼一雄）
5
極地 
博物館 
紹介 
七つの海を
ひとつに結ぶ
船の科学館
〒 135-8587　
東京都品川区東八潮 3-1
TEL  03-5500-1111
FAX 03-5500-1336
ホームページ
http：//www.funenokagakukan.or.jp
●平成16年2月27日付け
辞職
山本貴志   管理部会計課
●平成16年3月1日付け
転出
佐藤克文   東京大学海洋研究所附属
             国際沿岸海洋研究センター助教授
                  （研究系助手）
●平成16年3月24日付け
採用
井上剛介   事業部観測協力室                   
               
●平成16年3月31日付け
転出
山本 隆     海上保安庁
               （事業部観測協力室設営第二係主任）
転入
千葉政範   事業部観測協力室設営第二係主任
               （海上保安庁名古屋海上保安部
               巡視船みずほ主任整備士）
退職
内藤靖彦   企画調整官
高橋弘樹   研究系助手
Memoirs of National Institute of 
Polar Research, Special Issue No. 58.
Bio-logging Science: Proceedings of 
the International Symposium on Bio-
logging Science
　2003 年 3 月に極地研において開催された
Bio-logging Science 国際シンポジウムのプ
ロシーディングスが出版された。シンポジ
ウム参加者から集めた 14 編の総説、2編の
原著論文、3編の短報、5編の技術論文から
なっている。
　小型の観測機器を用いた動物の行動、生
山崎義夫   情報・システム研究機構
               総務課人事・労務係主任
               （管理部庶務課）
転入
三觜 守     管理部長
               （北海道大学総務部長）
永田 勝     管理部会計課長
               （文部科学省大臣官房総務課
               総務班総務係長）
小永井耕一 管理部会計課課長補佐（施設担当）
               （文部科学省大臣官房文教施設部
               施設企画課専門官）
佐藤俊彦   管理部総務課学術振興係長
               （筑波大学学校教育事務部総務課
               総務係総務主任）
田村直也   管理部会計課施設係長
               （電気通信大学施設課建築係主任）
平野晴香   管理部総務課
               （総合研究大学院大学総務課）
 人事異動
 近刊紹介
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理、生態、さらに動物をとりまく環境等の
研究を意味する“Bio-logging Science”と
いう造語はいつの間にか研究者の間に浸透
し、あちこちで使われるようになってきた。
しかし、まだこの新しい研究分野を専門に
あつかう学会や学術雑誌は存在しない。そ
こで論文を集める際には、広くこの分野の
研究を知ることができるよう、最新の研究
成果だけではなく、この分野のこれまでの
発展の歴史や今後の展開に関する考察を含
む総説、また、この分野の発展を支える観
測機器に関する技術的論文の投稿を呼びか
け、その結果、幅広い内容を含んだ論文集
となった。
● Advances in Polar Upper
 Atmosphere Research No. 17, 2003
　極域超高層分野における研究の発展を示
　4月1日より新たに国立大学法人総合研究
大学院大学が発足、あわせて極域科学専攻
（山内恭専攻長）、統計科学専攻（尾形良彦
専攻長）、情報学専攻（上野晴樹専攻長）の
3専攻からなる複合科学研究科がスタート
した。4月6日研究科教授会において、極域
科学の麻生教授が研究科長に選出された。
　4月14日、教育研究評議会、経営協議会
が開催され、各種規則、担当教員等が承認
総合研究大学院大学・
極域科学専攻コーナー
された。4月16日、4月入学の上村剛史、
10月入学の長谷川史彦両名（いずれも地学
分野）に対する新入生ガイダンスが開催さ
れた。同日夕刻、在学生による新入生歓迎
会がもたれ、所長はじめ、学生、教員合わ
せて約30名が出席し和やかな一時を過ごし
た。4月22日、総研大入学式が葉山本部に
て挙行され、恒例のピアノ演奏に続き合計
125名の入学許可が宣言され、小平学長か
ら式辞が述べられた。その後、「魂」という
テーマで学生セミナーが開催され、小林誠
物質構造専攻長（高エネ所長）他から貴重
な講演があった。なお同日、運営会議、複
合科学研究科専攻長会議も開催されている。
以上、新学期、4月の行事を振り返った。
（山内 恭、極域科学専攻長）
す里程標となるべきレフリードジャーナル
として、本号は計 14 編の論文を掲載。
　 Full paperには、昭和基地のHFレーダー
による PMSE の検出、成層圏突然昇温と
MLT層の繋がり、南極の流星バースト通信、
オーロラ電磁放射と磁気嵐の急始や太陽サ
イクルとの関連、サブストームと沿磁力線
電流生成プロセス、太陽フレヤの数値シミ
ュレー ション、雷放電とVLF放射、さらに
は地震前駆現象としての電離層異常など合
わせて 10 編が、Research Note には、下部
熱圏鉛直風と地上磁場擾乱比較やオーロラ
電磁放射の衛星観測に関する 2編が、また
Report は、ノルウェイ・トロムソのイオノ
ゾンデ観測および8時間周期大気潮汐につい
て計2編がそれぞれ収録されている。
 極地研カレンダー
4 月 2 日         情報・システム研究機構
                    国立極地研究所開所式
4月 12 日       しらせ帰港
4月 14 日       観測隊帰国歓迎会
4月 17 日       講演と映画の会
                    「̶白い大陸からのメッセージ̶」
6月 1日～ 3日                                      
第 28 回南極隕石シンポジウム
6月 4日         南極設営シンポジウム
6月 16 日       南極本部総会
6月 21 日～ 25 日               第 46 次観測隊
                    夏期総合訓練（菅平）
8月 3日～ 4日第 28 回極域における電離圏
                    磁気圏総合観測シンポジウム
4月 22日、総研大入学式
過去最大規模となった
2003年のオゾンホール
地球の上空約20kmの高さには、有害な太陽からの紫外線
を吸収し、生命を守るオゾン層が存在している。オゾンホー
ルは、南極上空のオゾン層が破壊され、ちょうど穴があいた
ような状態になる現象である。オゾン破壊は極夜明けに始ま
り、9～10月ごろにオゾンホール面積が最大となるが、その
後回復し、11月末から12月の初めごろに消滅する。
9月24日に最大値を記録した2003年のオゾンホール面積
は、2000年に次ぐ過去最大規模となった。史上2位といっ
ても1位との差はほんの1.7%である。オゾン欠損量では、
2000年を凌ぐ過去最高である。2003年10月に入ってから
極や北極の冬は、太陽光が届かないため成層圏も低温となる。
約-80度まで下がると、わずかに含まれる水蒸気等が凝結し
て特殊な雲（極成層圏雲）ができる。この極成層圏雲はフロ
ンを原因物質とするオゾン破壊反応を促進する働きをもつ。
2003年の南極成層圏の気温は、6月から9月にかけて過去最
低を記録した。これにより、極成層圏雲が大量に発生し、オ
ゾン破壊が進んだものと考えられる。
第44次観測隊では、宙空、気水圏グループ合同で、2003
年6月から12月中旬にかけて、オゾンゾンデ95回とラジオ
ゾンデ50回、気球による研究観測を行った。気象定常観測
でも、同じ期間に60回のオゾンゾンデ観測が行われた。典
型的なオゾンホールを精密にとらえたこれらの観測データに
より、オゾンホール生成および消滅過程に関する新たな知見
が得られると期待される。
（佐藤薫：研究教育系・宙空圏研究グループ・助教授）
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　「南極・北極の百科事典」
が、丸善株式会社から平成16
年3月末に発行になりました。
A5判・576頁＋口絵8頁、本
体価格1万8000円です。本事
典は、国立極地研究所編集委
員会のもとに設置した編集分
科会を中心に、多くの研究者
の方々の協力を得て完成した
ものです。中項目構成とし、
極域に関する幅広い分野から
選択されたトピックスについ
て、基礎から先端領域までの
157項目を選び出しておりま
す。各中項目は50音配列とし、
超高層、大気科学、雪氷、
極域海洋、地学、海洋生物、
陸上生物、設営、観測基地、
環境、北極、極地の歴史、人
名の大項目に別途分類しま
した。さらに、南極および北
極に関する総論各1件、付録
として南極探検歴史年表、北
極探検歴史年表を収録いたし
ました。各中項目はそれぞれ
独立させ、完結した知識が得
られるように構成するととも
に、1040件の索引語句を巻末
に取り纏め、利用しやすいよ
発行日／平成16年6月20日
編集発行／大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立極地研究所広報委員会
〒173-8515 東京都板橋区加賀1-9-10　　電話：03-3962-4747　FAX：03-3962-4709　
ホームページ：http://www.nipr.ac.jp　E-mail：www@nipr.ac.jp
表紙の写真：平成16年1月4日の昭和基地で放球間近の南極周回気球。後方には基地近くに
接岸中の「しらせ」が見える。
ISSN 1347-6483
編 集 後 記うに心がけました。ぜひご利
用ください。
（神山孝吉・研究教育系・気水圏
研究グループ・教授）
2003年における面積最大となった9月24日
のオゾンホール。面積は南極大陸のほぼ2倍。
2003年 7月 25日に昭和基地上空に現れた極成層圏雲。
極地研究所には「南極ボケ」
なる言葉がある。毎年春に
南極から帰って来た観測隊
員達が日本の生活に再適応
するまでに経験する一過性
（とされている）の症状で、
お金を払う事を忘れる、ペ
ースがなんとなくとろい、
などが典型的である。しか
し今年は法人化初年度で忙
しく、あまりぼうっとさせ
てもらえない。     （堤 雅基）
EP/TOMS Total Ozone
Seo 24. 2003
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は、オゾン層は急激に回
復し、12月8日には消滅し
た。2000年の約7割の面
積にしかならず、しかも2
つに分裂し、11月11日に
は早々に消滅してしまった
2002年のオゾンホールと
は対照的である。
オゾンホールの規模は、
オゾン層の存在する成層圏
（高さ約10～50kmの大
気）の気温に関係する。南
 「南極・北極の百科事典」完成
